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日本医療教授システム学会（JSISH） 

2016年度第１回理事会議事録 

 

開催日時：2016年 3月 3日（木）16：00～17：15 

開催場所：東京医科大学病院 新教育研究棟 3階大会議室 

出席者：池上敬一（代表理事）、石松伸一（以上副代表理事）、浅香えみ子、 

阿部幸恵、井田雅祥、大西弘高、奥寺 敬、織井優貴子、鈴木克明、 

中村丈洋、三上剛人（以上理事）、高橋誠治（監事）、 

松木薗和也（事務局長）、井上まゆみ、氏家康子、仁田尾慶太（以上事務局） 

欠席者：木村昭夫（以上副代表理事）、岩本由美、喜多敏博、軍神正隆、澤 智博、高村昭輝、武

田 聡、中島和江（以上理事）、長坂 浩（監事） 

 

 会に先立ち、阿部会長より挨拶があった。 

 会則 11条 2項により、池上代表理事を議長として開会した。 

１．議事録署名人の選出 

浅香えみ子理事、阿部幸恵理事が選出された。 

 

２．審議事項 

１）2015年度事業報告 

 池上代表理事より以下の報告があり、承認された。 

（１）会員異動報告（2015年 1月 1日～12月 31日） 

入会：107名 

退会：33名 

2015年 12月 31日付会員数： 

個人会員Ａ(医師)  227名 

個人会員Ｂ(医師以外)  459名 

学生会員  38名 

合計： 724名 

（参考：2016 年 3 月 1 日付会員数 個人会員Ａ(医師)  226 名、個人会員Ｂ(医師以外)  

488名、学生会員  39名、合計： 753名） 

（２）第 7回総会 

2015年 3月 5日（木）～7日（土） 

 会場：東京大学 本郷キャンパス 医学部総合中央館 

 会長：鈴木 克明（熊本大学大学院社会文化科学研究科教授システム学専攻） 

 参加者：287名 

（３）『医療職の能力開発』 

会員はオンラインジャーナル無料閲覧可能（会員番号、PWでログイン）。 

（４）各種委員会報告 

 ・編集委員会 

  医療職の能力開発 vol.3-1& vol.3-2編集・刊行、vol.4-1は現在編集作業中。 

 ・倫理委員会 

  不正投稿について調査。 

 ・教授システム開発委員会 

  事例研究会 2か月に 1度開催（開催しない月はグリーンブック勉強会を開催）。 

 ・教育・トレーニング委員会 

  特に問題が起きていないため未活動。 
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 ・ファカルティ設置ワーキング 

  ファカルティ申請者の審査の実施。 

 ・会則委員会 

  ファカルティ設置にともなう会則変更、委員会運営細則の作成。 

（５）ISD事例研究会 

2月 7日＠東京工業大学 田町キャンパスイノベーションセンター509号室 

（６）グリーンブック勉強会 

1月 17日＠東京工業大学 田町キャンパスイノベーションセンター509号室 

（７）IDT勉強会 

5月 23日、7月 4日、9月 19日、11月 14日 

（８）ARCSセミナー 

8月 8,9日＠田町イノベーションセンター 

（９）卒前教育・卒後研修におけるシミュレーション学習デザインセミナー 

10月 10日＠東京半蔵門 レールダルメディカルジャパン 会議室 

（10）第４回 医療教授システム国際シンポジウム 

12月 17日＠SimTikiシミュレーションセンター（ハワイ大学医学部） 

12月 18日＠THSSC（ハワイ大学看護学部） 

（11）誰でもできる学びの支え方（国際標準指導者技能に準じて）－ 誰でも実践出来る ibstpi 

インストラクター・コンピテンシー － 

日時：2015年 1月 21日、2月 18日、3月 18日、5月 17日、6月 20-22日、 

8月 16日、10月 18日、11月 15日、12月 20日 

場所：笑顔のおうちクリニック松戸 

（12）事例研究会 

4月 25日、6月 13日、10月 24日、11月 14日、12月 12日 

（13）KIDUKIコース 

3月 14,30日、4月 4,12日、5月 11,12,30日、6月 4日、7月 25日、 

8月 1,3,23,28,29日、9月 13日、10月 12,22日、11月 8日、12月 27日 

（14）その他 

 

２）2015年度収支決算報告 

池上代表理事および事務局より、2015 年度収支計算書および 2015 年 12 月 31 日現在の

貸借対照表・財産目録につき説明があった。 

続いて、高橋監事より、長坂監事とともに会計監査を行い、決算が適正であった旨の監査証明

書が示され、決算案が承認された。 

 

３）2016年度事業計画案 

 池上代表理事より提案があり、以下のように了承された。 

（１）継続事業 

１．学会誌発行 

２．事例研究会・医療教授システム勉強会 

３．ARCS/ISDセミナー 

４．学習デザイナー制度 

５．学習インストラクター制度 

６．医療システムの包括的なデザインに関するワークショップ（旧六日町合宿） 

７．委員会活動 

（２）新規事業 
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１．2016年 医療教授システム開発・導入・運営 

２．2020年 導入された医療教授システムの評価と改善 

３．2020年 普及した医療教授システムの評価 

 

４）2016年度予算案 

 池上代表理事および事務局より予算案について説明があり、承認された。 

 

５）ファカルティについて 

 浅香理事より、委員会で審議した 2016年度ファカルティ候補者一覧が提示され、承認された。 

井上 卓也（イノウエ タクヤ）小牧市民病院救命救急センター 

淺田 義和（アサダ ヨシカズ）自治医科大学メディカルシミュレーションセンター 

郷間  厳（ゴウマ  イワオ）堺市立総合医療センター呼吸器内科 

以上、計 3名（敬称略） 

 

６）第 9回日本医療教授システム学会総会（2017年）について 

 池上代表理事および浅香理事より、第 9回総会の準備状況が報告された。 

会長：岩本 由美（広島文化学園大学看護学部） 

日程：2017年 3月 2日、3日（予定） 

会場：広島大学（予定） 

 

７）その他 

（１）池上代表理事及び阿部会長より、第 8 回総会の運営が大変な苦労があったと報告があり、

来年第 9 回総会については以前総会運営を手伝ってもらった小坂様に再度依頼をし、NPO 法

人救急医療の質向上協議会（CATS）がサポートに回り総会運営を行うと報告がされた。 

（２）第 10回日本医療教授システム学会総会（2018年）について 

 大西第 10回会長より、総会の準備状況について報告がされた。 

以上 

 


